
「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

は
じ
め
に

『
京
大
俳
句
』
の
誓
子
憧
憬
に
つ
い
て

　
山
口
誓
子
は
新
興
俳
句
に
深
甚
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
と
さ
れ
る
。

　
　
新
興
俳
句
　
俳
句
用
語
。
昭
和
六
（
一
九
三
回
年
か
ら
同
一
五
年
ま
で

　
　
の
約
一
〇
年
間
に
わ
た
り
、
反
伝
統
・
反
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
旗
印
に
近

　
　
代
的
革
新
を
め
ず
し
た
俳
句
運
動
。
（
略
）
特
に
誓
子
の
句
集
『
凍
港
』

　
　
（
昭
９
）
に
代
表
さ
れ
る
硬
質
で
即
物
的
な
作
風
と
、
高
屋
窓
秋
の
句
集

　
　
『
白
い
夏
野
』
（
昭
1
1
）
に
代
表
さ
れ
る
清
新
な
詩
情
と
が
大
き
な
影
響
を

　
　
与
え
た
。
（
『
俳
文
学
大
事
典
』
角
川
書
店
、
平
成
７
・
1
0
・
2
7
、
「
新
興

　
　
俳
句
」
項
〔
川
名
大
執
筆
ご

　
昭
和
初
期
に
発
生
し
た
新
興
俳
句
と
は
、
当
時
の
俳
壇
で
最
大
規
模
を
誇
っ

た
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
（
東
京
、
明
治
3
0
年
創
刊
。
高
浜
虚
子
主
宰
）
に
反
抗
し

た
俳
人
達
の
潮
流
で
あ
り
、
そ
れ
に
強
い
影
響
を
与
え
た
の
が
誓
子
の
第
丁
句

　
　
　
　
　
「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

青
　
　
木
　
　
亮
　
　
人

集
『
凍
港
』
（
素
人
社
、
昭
和
７
・
５
・
1
5
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

新
興
俳
句
の
端
緒
と
発
展
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
　
　
昭
和
六
年
（
一
九
三
二
、
水
原
秋
桜
子
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
離
反
事

　
　
件
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
新
興
俳
句
運
動
は
、
全
国
に
ま
た
た
く
ま
に

　
　
広
が
っ
た
。
（
略
）
そ
の
中
心
と
し
て
活
躍
す
る
の
が
、
昭
和
八
年
（
一

　
　
九
三
三
）
一
月
創
刊
の
俳
誌
「
京
大
俳
句
」
の
関
係
者
だ
っ
た
。
（
田
島

　
　
和
生
『
新
興
俳
人
の
群
像
－
「
京
大
俳
句
の
光
と
影
」
－
』
思
文
閣
出
版
、

　
　
平
成
1
7
・
７
・
2
0
、
「
新
興
俳
句
の
金
字
塔
（
京
大
俳
句
ヒ
項
）

　
新
興
俳
句
発
生
が
昭
和
六
年
で
あ
る
の
は
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
有
力
同
人
で

あ
っ
た
秋
桜
子
が
『
馬
酔
木
』
（
東
京
、
大
正
｡
―
1
4
創
刊
〔
当
初
『
破
魔

弓
』
〕
。
秋
桜
子
主
宰
）
に
虚
子
批
判
を
公
表
し
た
年
で
あ
る
た
め
で
、
以
降
、

「
反
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
」
と
し
て
の
新
興
俳
句
は
「
全
国
に
ま
た
た
く
ま
に
」
広

が
り
、
ま
た
中
心
と
な
っ
た
の
が
『
京
大
俳
句
』
（
京
都
、
主
宰
者
無
。
平
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

静
塔
発
行
）
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
定
説
を
ま
と
め
れ
ば
、
「
秋
桜
子
の

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
離
反
（
昭
６
）
十
誓
子
『
凍
港
』
（
昭
７
）
等
↓
新
興
俳
句
運

動
＝
俳
誌
『
京
大
俳
句
』
（
昭
８
）
が
中
心
」
と
な
ろ
う
。

　
で
は
、
た
と
え
ば
『
凍
港
』
所
収
句
は
『
京
大
俳
句
』
に
ど
の
よ
う
な
「
大

き
な
影
響
を
与
え
た
」
（
『
俳
文
学
大
事
典
』
）
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
至
っ

た
時
、
従
来
の
通
説
は
口
を
閉
ざ
し
が
ち
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
次
の
『
凍
港
』
所
収
句
群
に
注
目
し
た
い
。

　
　
　
ア
サ
ヒ
ー
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

　
　
ス
ケ
ー
ト
場
四
方
に
大
阪
市
を
望
む

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
紐
む
す
ぶ
間
も
逸
り
・
つ
ゝ

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
真
顔
な
し
つ
？
た
の
し
け
れ

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
君
横
顔
を
し
て
憩
ふ

　
　
汚
れ
た
る
ス
ケ
ー
ト
場
は
黄
と
な
ん
ぬ

四
方
の
破
璃
ス
ケ
ー
ト
場
を
映
す
夜
ぞ
（
他
五
句
省
睨
）

　
こ
れ
ら
は
連
作
と
称
さ
れ
る
句
群
で
、
丁
句
の
み
で
は
表
現
が
困
難
な
時
間

推
移
等
を
複
数
句
で
提
示
す
る
句
法
で
あ
り
、
秋
桜
子
及
び
誓
子
が
主
唱
し
て

有
名
に
な
っ
た
。
本
稿
は
こ
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
と
『
京
大
俳
句
』
の
関
係

を
検
討
す
る
こ
と
で
、
「
全
国
に
ま
た
た
く
ま
に
広
が
っ
た
」
（
前
掲
『
新
興
俳

人
の
群
像
』
）
と
さ
れ
る
新
興
俳
句
運
動
の
一
端
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

　
　
　
　
　
　
１
．
昭
和
初
期
の
ス
ケ
ー
ト
事
情

　
俳
句
を
検
討
す
る
前
に
、
日
本
の
ス
ケ
ー
ト
史
を
概
括
し
て
お
こ
う
。
ス
ケ

ー
ト
は
明
治
初
期
に
居
留
外
国
人
が
始
め
た
と
さ
れ
、
明
治
末
期
に
は
信
州
や

東
北
地
方
に
住
む
日
本
人
達
に
も
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
い
。
代

表
的
な
湖
は
諏
訪
湖
で
、
『
風
俗
画
報
』
は
そ
の
活
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
か
。

　
　
　
毎
日
曜
日
に
は
外
来
者
、
地
方
人
士
連
合
の
氷
滑
競
技
会
あ
り
。
（
略
）

　
　
熟
練
者
は
、
或
は
渦
を
描
い
て
旋
り
、
或
は
跳
舞
し
っ
こ
田
走
し
、
或
は

　
　
後
方
に
逆
戻
る
な
ど
の
曲
芸
を
演
じ
、
時
の
移
る
を
忘
る
。
（
「
氷
滑
競
技

　
　
会
」
『
風
俗
画
報
』
3
5
7
号
〔
明
治
4
0
・
２
言

　
明
治
末
期
、
諏
訪
湖
に
「
外
来
者
」
「
地
方
人
士
」
が
日
曜
に
集
い
「
氷
滑

（
ス
ケ
ー
ト
）
競
技
会
」
を
催
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
現
在
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に

類
し
た
ス
ケ
ー
ト
に
興
じ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
「
外
来

者
」
は
鉄
道
を
利
用
し
て
湖
等
へ
訪
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
た
め
、
ス
ケ
ー

ト
は
旅
行
を
兼
ね
た
冬
の
行
楽
で
も
あ
っ
た
。

　
野
外
の
湖
が
主
舞
台
で
あ
っ
た
ス
ケ
ー
ト
状
況
は
、
昭
和
期
に
入
る
と
一
変

す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
都
会
に
室
内
リ
ン
ク
が
出
現
し
、
汽
車
で
遠
く
の

湖
に
出
か
け
ず
と
も
都
心
で
享
受
し
う
る
娯
楽
と
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

『
増
訂
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
』
（
河
久
保
子
朗
、
博
文
館
、
昭
和
‥
‥
‥
一
・
1
2
・
４
）
等

に
よ
る
と
日
本
初
の
室
内
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
は
大
阪
市
岡
パ
ラ
ダ
イ
ス
（
大
正



1
4
・
７
）
で
あ
っ
た
が
、
リ
ン
ク
は
約
七
〇
坪
と
狭
く
、
ま
た
ア
ン
モ
ニ
ア
製

氷
で
あ
っ
た
た
め
に
臭
気
の
こ
も
る
施
設
で
あ
っ
た
と
い
う
（
『
朝
日
新
聞
社

史
』
（
社
内
用
、
昭
和
巴
）
。
し
か
し
、
昭
和
期
に
入
る
と
よ
り
広
く
、
天
然

氷
に
近
い
人
エ
リ
ン
ク
が
陸
続
と
登
場
し
は
じ
め
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
大

阪
朝
日
ビ
ル
屋
上
リ
ン
ク
（
昭
６
）
、
大
阪
歌
舞
伎
座
、
東
京
芝
浦
ス
ケ
ー
ト

場
、
京
都
ス
ケ
ー
ト
場
（
と
も
に
昭
８
）
等
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
室
内
リ
ン
ク
が
昭
和
七
年
前
後
に
揃
っ
て
出
現
し
た
背
景
に
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
昭
和
七
年
は
第
三
回
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
（
ア
メ
リ
カ
、
レ
ー
ク
プ
ラ
シ
ッ
ド
。
２
月
４
～
1
5

日
）
の
年
で
、
日
本
人
選
手
が
ス
ケ
ー
ト
部
門
に
初
参
加
し
た
大
会
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
新
聞
、
雑
誌
等
で
記
事
が
急
増
し
て
お
り
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

も
注
目
さ
れ
は
し
め
た
こ
と
が
窺
え
紐
。
山
口
誓
子
が
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
を

発
表
し
た
の
は
こ
の
昭
和
七
年
で
あ
り
、
ス
ケ
ー
ト
が
都
会
の
最
新
の
遊
戯
と

し
て
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
高
ま
っ
た
時
期
に
作
品
が
詠
ま
れ
た
と

い
え
よ
う
。
誓
子
自
身
も
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　
　
　
極
め
て
頻
繁
に
通
ひ
出
し
だ
の
は
、
朝
日
ビ
ル
が
建
っ
て
、
そ
の
屋
上

　
　
に
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク
が
完
成
し
、
そ
の
燈
火
が
夜
空
に
高
く
か
が
や
き

　
　
出
し
て
か
ら
で
あ
る
。
私
は
毎
夜
氷
上
に
過
ご
し
、
そ
こ
で
あ
ま
た
の
人

　
　
々
を
見
知
っ
た
。

　
　
　
昭
和
六
年
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ク
プ
ラ
シ
ツ
ド
で
開
か
れ
た
冬
季
国
際

　
　
　
　
　
「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

　
　
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
に
、
こ
の
氷
上
か
ら
選
手
が
派
遣
さ
れ
た
。
選
手
が
帰
朝

　
　
し
た
と
き
、
会
館
で
講
演
と
映
画
の
会
が
催
さ
れ
、
私
も
寥
々
た
る
聴
衆

　
　
の
丁
人
で
あ
つ
た
が
、
（
略
）
は
じ
め
て
世
界
の
ス
ケ
ー
ト
を
知
っ
た
。

　
　
（
『
海
の
庭
』
〔
第
一
書
房
、
昭
和
1
7
・
４
・
3
0
〕
「
大
阪
文
化
の
特
性
ヒ

　
朝
日
ビ
ル
近
く
の
住
友
に
勤
務
し
て
い
た
彼
は
仕
事
を
終
え
て
「
毎
夜
氷
上

に
過
ご
し
」
、
そ
し
て
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
を
詠
ん
だ
の
で
あ
り
、
彼
が
室
内

リ
ン
ク
の
ス
ケ
ー
ト
に
熱
心
で
あ
っ
た
様
子
が
知
ら
れ
る
が
、
レ
ー
ク
プ
ラ
シ

ッ
ド
大
会
に
出
場
し
た
「
選
手
が
帰
朝
し
た
と
き
、
会
館
で
講
演
と
映
画
の
会

が
催
さ
れ
」
、
そ
こ
で
「
は
じ
め
て
世
界
の
ス
ケ
ー
ト
を
知
っ
た
」
と
い
う
一

節
か
ら
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
選
手
が
愛
好
者
達
に
刺
激
を
与
え
、
彼
ら
の
ス

ケ
ー
ト
熱
を
一
層
高
め
た
様
子
が
窺
え
る
。
誓
子
作
品
の
背
景
に
は
ス
ケ
ー
ト

に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
関
心
の
高
ま
り
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
俳
句
に
お
い
て
「
ス
ケ
ー
ト
」
は
い
つ
か
ら
、
ま
た
ど
の
よ
う

に
詠
ま
れ
て
き
た
の
か
。
現
在
、
「
ス
ケ
ー
ト
」
は
冬
の
季
語
（
季
節
感
を
喚

起
さ
せ
る
語
）
と
さ
れ
て
歳
時
記
（
季
語
を
四
季
ご
と
に
分
類
し
た
も
の
）
に

立
項
さ
れ
る
が
、
当
時
は
ど
の
よ
う
な
季
語
で
あ
っ
た
か
を
見
て
み
よ
う
。

２
。
歳
時
記
に
お
け
る
「
ス
ケ
ー
ト
」

　
「
ス
ケ
ー
ト
」
立
項
の
早
い
例
に
は
『
明
治
新
題
句
集
』
（
富
取
芳
河
士
編
、

文
成
社
、
明
治
4
3
）
が
知
ら
れ
、
以
後
は
各
歳
時
記
に
立
項
さ
れ
る
よ
う
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



　
　
　
　
　
「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

っ
た
。
以
下
は
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
歳
時
記
で
あ
る
。

　
・
『
大
正
新
修
歳
時
記
』
（
高
木
蒼
悟
編
、
資
文
堂
、
大
正
1
4
・
1
1
・
2
5
）

　
　
　
氷
滑
り
　
ス
ケ
ー
ト
。
池
又
は
湖
な
ど
の
氷
結
し
た
る
上
を
滑
る
遊
び

　
　
な
り
。

　
　
　
　
ス
ケ
ー
ト
や
氷
上
に
焚
く
接
待
茶
　
　
　
　
　
　
黙
人

　
　
　
　
音
楽
や
氷
滑
り
に
人
酔
へ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
碧
梧
桐

　
・
『
昭
和
新
修
大
成
歳
時
記
』
言
生
文
閣
、
昭
和
２
．

　
　
1
-
I
　
．　　
」
Ｃ
５
）

　
　
　
氷
滑
り
　
ス
ケ
ー
チ
ン
グ
　
ス
キ
ー
　
池
又
は
湖
の
氷
上
を
滑
る
遊
戯

　
　
な
り
。
ス
ケ
ー
チ
ン
グ
も
亦
其
種
に
し
て
西
洋
に
行
は
る
よ
Ｅ
。
の

　
　
　
　
ス
ケ
ー
ト
や
諏
訪
の
旅
寵
の
鋭
汁
　
　
　
　
　
　
一
紫

　
　
　
　
襟
巻
を
風
に
な
び
か
せ
ス
キ
ー
か
な
　
　
　
　
　
花
村

　
・
『
詳
解
例
句
　
纂
修
歳
時
記
』
修
省
堂
、
今
井
柏
浦
編
、
昭
和
７
・
１
・

　
　
2
5
〔
2
3
版
〕
。
初
版
は
大
正
1
5
・
1
2
・
2
0
）

　
　
　
氷
滑
り
　
ス
キ
ー
。
ス
ケ
ー
ト
。

　
　
　
　
音
楽
や
氷
滑
り
に
人
酔
へ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
碧
梧
桐

　
　
　
　
ス
ケ
ー
ト
や
氷
上
に
焚
く
接
待
茶
　
　
　
　
　
　
黙
人

　
・
『
昭
和
新
選
俳
句
大
観
』
冬
之
部
　
（
林
蛙
面
坊
編
、
大
文
館
書
店
、
昭
和

　
　
　
ス
ケ
ー
ト

　
　
　
　
谷
深
く
ス
ケ
ー
ト
場
の
見
ゆ
る
な
り
　
　
大
阪
　
麻
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

　
・
『
歳
時
記
』
（
高
浜
虚
子
編
、
三
省
堂
、
昭
和
９
∴
‥
‥
１
１
・
1
5
）

　
　
　
ス
ケ
ー
ト
　
氷
滑
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
氷
上
に
張
り
し
天
幕
や
ス
ケ
ー
ト
場
　
　
　
　
　
金
童

　
句
の
詳
細
は
省
く
が
、
こ
れ
ら
歳
時
記
の
傾
向
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
・
昭
和
初
期
ま
で
は
漢
語
「
氷
滑
」
が
片
仮
名
「
ス
ケ
ー
ト
」
よ
り
上
位
で
、

　
　
「
氷
滑
」
は
ス
ケ
ー
ト
及
び
ス
キ
ー
を
含
む
季
語
と
さ
れ
た
が
、
昭
和
八

　
　
年
頃
か
ら
「
ス
ケ
ー
ト
」
が
「
氷
滑
」
よ
り
上
位
と
な
り
、
か
つ
「
ス
ケ

　
　
ー
ト
」
は
ス
ケ
ー
ト
の
み
を
指
す
よ
う
に
な
る

　
・
以
前
の
立
項
内
容
を
踏
襲
す
る
歳
時
記
が
多
い
（
『
大
正
新
修
歳
時
記
』
↓

　
　
『
詳
解
例
句
　
纂
修
歳
時
記
』
の
例
句
、
あ
る
い
は
『
大
正
新
修
歳
時
記
』

　
　
↓
『
昭
和
新
修
大
成
歳
時
記
』
の
説
明
等
）

　
・
例
句
の
多
く
が
切
字
「
や
」
等
を
使
用

　
・
全
て
野
外
で
あ
る
こ
と

　
・
単
独
の
丁
句
の
み
で
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と

　
・
「
ス
ケ
ー
ト
」
の
動
作
自
体
は
詠
ま
れ
ず
、
主
体
が
静
的
で
あ
る
こ
と

　
す
な
わ
ち
、
誓
子
の
連
作
発
表
は
「
ス
ケ
ー
ト
」
が
歳
時
記
で
定
着
し
た
時

期
に
相
当
す
る
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
俳
誌
に
お
け
る
「
ス
ケ
ー
ト
」
句
も
歳

時
記
と
共
通
の
特
徴
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



３
。
諸
俳
誌
の
「
ス
ケ
ー
ト
」

　
ま
ず
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
所
載
句
で
あ
る
。

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
手
を
曳
き
つ
れ
し
姉
妹
か
な
　
大
連
　
高
林
三
代
女

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
木
の
間
に
見
ゆ
る
車
窓
か
な
　
　
　
　
紅
石

　
　
ス
ケ
ー
ト
や
唯
一
人
な
る
洋
婦
人
　
　
　
　
　
　
　
晃
水

　
　
（
昭
和
４
・
４
、
5
0
頁
。
地
方
俳
句
界
、
や
ま
と
吟
社
句
会
〔
満
州
、
大

　
　
連
〕
句
会
報
告
よ
り
）

　
中
国
大
連
市
か
ら
の
句
会
報
で
、
手
を
つ
な
い
で
滑
る
「
姉
妹
」
（
一
句
目
）

「
車
窓
」
か
ら
見
え
る
木
の
間
越
し
の
ス
ケ
ー
タ
ー
つ
Ｉ
句
目
）
、
「
唯
一
人
」

で
ス
ケ
ー
ト
を
滑
る
「
洋
婦
人
」
⊇
一
句
目
）
を
詠
ん
だ
。
舞
台
は
お
そ
ら
く

野
外
で
、
ま
た
切
字
を
使
用
す
る
点
も
歳
時
記
の
例
句
と
類
似
し
よ
う
。
次
は

日
本
に
お
け
る
「
ス
ケ
ー
ト
」
句
で
あ
る
。

　
　
ス
ケ
ー
ト
に
人
皆
出
で
し
矩
龍
か
な
　
　
　
　
　
　
唐
淵

　
　
（
昭
和
４
・
５
、
3
5
頁
。
地
方
俳
句
界
、
束
京
つ
る
ば
み
吟
社
〔
王
子
言

　
　
ス
ケ
ー
ト
や
月
下
の
雪
の
山
ま
ろ
く
　
　
　
　
　
　
太
里

　
　
（
同
右
号
、
4
0
頁
。
地
方
俳
句
界
、
わ
ぶ
か
吟
社
例
会
〔
武
蔵
、
埼
玉
ご

　
　
ス
ケ
ー
ト
を
果
て
よ
衝
槽
や
山
の
月
　
　
　
　
　
　
賜
杖

　
　
（
同
右
号
、
4
6
頁
。
地
方
俳
句
界
、
二
十
人
第
四
十
八
会
報
〔
須
磨
言

　
丁
句
目
は
、
「
皆
」
は
「
ス
ケ
ー
ト
」
に
外
に
出
か
け
た
が
室
内
に
自
分
の

　
　
　
　
　
「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

み
が
「
矩
龍
」
に
く
る
ま
っ
て
お
り
、
二
句
目
は
雪
に
覆
わ
れ
て
稜
線
に
丸
み

を
帯
び
た
「
山
」
を
眺
め
う
る
場
で
ス
ケ
ー
ト
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
句

目
で
は
「
ス
ケ
ー
ト
」
で
汗
を
流
し
た
後
、
露
天
の
「
湯
槽
」
に
浸
か
り
な
が

ら
「
月
」
を
眺
め
る
の
で
あ
っ
た
。
多
彩
な
内
容
で
は
あ
る
が
、
表
現
と
と
も

に
先
述
句
群
と
さ
し
た
る
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。

　
次
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
系
の
『
か
つ
ら
ぎ
』
（
奈
良
、
昭
和
４
年
創
刊
。
阿

波
野
青
畝
中
心
）
所
載
句
で
あ
る
。

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
支
度
整
ふ
暖
炉
か
な
　
所
沢
　
菅
野
春
虹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
４
・
６
、
2
1
頁
）

　
「
暖
炉
」
で
暖
ま
っ
た
室
内
で
「
ス
ケ
ー
ト
の
支
度
」
を
終
え
、
室
外
の
湖

面
に
出
か
け
よ
う
と
す
る
句
で
あ
る
が
、
「
ス
ケ
ー
ト
・
暖
房
」
と
い
う
配
合

が
「
ス
ケ
ー
ト
に
人
皆
出
で
し
矩
龍
か
な
」
（
先
述
）
と
類
似
し
て
い
る
。

　
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
系
以
外
の
俳
誌
か
ら
も
見
て
み
よ
う
。
次
は
明
治
期
に

「
旧
派
」
と
さ
れ
た
俳
諧
宗
匠
の
俳
誌
、
『
俳
諧
鴨
東
新
誌
』
（
京
都
、
明
治
1
7

年
創
刊
。
花
の
本
聴
秋
～
花
の
本
秋
邨
主
宰
）
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
句
で
あ
る
。

　
　
ス
ケ
ー
ト
に
日
毎
埓
な
き
女
か
な
　
陸
中
　
柳
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
２
・
２
、
1
6
頁
下
段
）

　
　
ス
ケ
ー
ト
に
踏
む
朝
月
や
冬
の
湖
　
信
濃
　
酉
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
２
・
３
、
2
3
頁
上
段
）

　
　
ス
ケ
ー
ト
に
賑
ふ
山
の
小
駅
哉
　
　
遠
江
　
紀
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
　
　
　
　
「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
６
・
３
、
2
8
頁
下
段
）

　
日
を
追
う
ご
と
に
「
ス
ケ
ー
ト
」
に
「
埓
な
き
」
ほ
ど
ま
で
熱
中
す
る

「
女
」
（
一
句
目
）
、
ま
た
は
早
「
朝
」
の
「
月
」
が
「
冬
の
湖
」
に
映
る
暁
頃
、

氷
上
の
「
月
」
を
鋭
く
「
踏
む
」
か
の
よ
う
に
「
ス
ケ
ー
ト
」
靴
の
エ
ッ
ジ
を

走
ら
せ
る
の
で
あ
り
つ
Ｉ
句
目
）
、
あ
る
い
は
い
つ
も
閑
散
と
し
た
「
山
の
小

駅
」
も
「
ス
ケ
ー
ト
」
シ
ー
ズ
ン
は
「
賑
ふ
」
と
い
う
の
で
あ
る
二
二
句
目
）
。

　
こ
れ
ら
と
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
所
載
句
に
明
瞭
な
相
違
が
存
在
す
る
か
否
か
は

疑
問
で
あ
り
、
同
工
異
曲
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

か
ら
離
反
し
た
『
馬
酔
木
』
（
水
原
秋
桜
子
主
宰
）
所
載
句
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
紺
の
襟
巻
垂
れ
し
人
　
　
　
　
濠
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
７
・
２
、
3
9
頁
。
秋
桜
子
選
）

　
「
ス
ケ
ー
ト
」
に
興
じ
る
人
の
「
襟
巻
」
に
着
目
し
た
句
で
、
「
紺
色
」
で
か

つ
「
垂
れ
」
て
い
る
と
い
う
把
握
は
具
体
的
か
つ
新
鮮
で
あ
る
が
、
斬
新
な
趣

向
と
は
い
え
ま
い
。
そ
れ
は
、
『
馬
酔
木
』
主
宰
の
秋
桜
子
『
葛
飾
』
（
馬
酔
木

発
行
所
、
昭
和
５
・
４
・
１
）
所
収
句
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　
　
ス
ケ
ー
ト
や
雪
被
ぬ
は
な
き
諏
訪
の
山

　
　
ス
ケ
ー
ト
や
目
も
け
る
か
な
る
一
人
あ
り

　
湖
の
四
方
を
囲
む
「
諏
訪
の
山
」
全
て
が
雪
に
覆
わ
れ
、
そ
の
壮
大
な
情
景

を
一
望
し
う
る
位
置
に
立
っ
て
い
る
こ
と
の
感
動
を
、
「
雪
被
ぬ
は
な
き
」
と

し
て
主
観
を
込
め
た
「
は
」
及
び
「
な
き
」
で
強
調
し
た
丁
句
目
、
ま
た
諏
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

湖
の
広
大
さ
を
「
目
も
け
る
か
な
る
」
遠
方
で
滑
る
「
一
人
」
に
焦
点
を
当
て

る
こ
と
で
表
現
し
、
か
つ
「
も
」
で
そ
の
距
離
を
強
調
し
た
二
句
目
な
ど
、
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

現
技
術
は
巧
み
で
あ
る
が
、
従
来
の
趣
向
内
の
作
品
と
い
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
句
は
次
の
共
通
点
を
有
し
て
い
よ
う
。

　
　
・
片
仮
名
「
ス
ケ
ー
ト
」
を
ほ
ぼ
使
用

　
　
・
多
く
が
野
外
で
あ
る
こ
と

　
　
・
切
字
「
や
」
「
か
な
」
を
多
用

　
　
・
「
ス
ケ
ー
ト
」
の
動
作
そ
の
も
の
を
詠
ま
ず
、
主
体
は
静
的

　
　
・
単
独
の
句
の
み
で
詠
む

　
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
「
ス
ケ
ー
ト
」
を
使
用
す
る
点
以
外
は
歳
時
記
の
例

句
と
同
様
と
い
っ
て
ょ
づ
。
で
は
、
誓
子
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
は
こ
れ
ら
に

対
し
ど
の
よ
う
な
特
質
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
・
片
仮
名
「
ス
ケ
ー
ト
」
を
使
用

　
　
・
舞
台
は
人
工
の
室
内
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

　
　
・
切
字
は
一
一
句
中
三
句
の
み
（
「
け
り
士
。
「
や
」
は
使
用
せ
ず

　
　
・
「
ス
ケ
ー
ト
」
の
動
作
そ
の
も
の
を
詠
む
傾
向
が
あ
り
・
、
主
体
は
動
的

　
　
・
連
作
と
し
て
一
一
句
詠
む

　
誓
子
作
品
は
室
内
リ
ン
ク
で
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
を
一
一
句
詠
ん
だ
点
、
ま
た

「
や
・
か
な
」
の
切
字
を
使
用
せ
ず
に
「
ス
ケ
ー
ト
」
場
で
の
一
連
の
動
作
や

現
象
を
具
体
的
に
詠
ん
だ
点
が
新
鮮
で
あ
っ
た
と
い
え
、
彼
自
身
も
従
来
と
異



な
る
句
作
を
心
が
け
て
い
た
こ
と
は
次
の
一
節
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

　
　
　
近
ご
ろ
私
が
試
み
に
う
た
っ
て
ゐ
る
の
は
工
場
、
造
船
場
、
ド
ッ
ク
、

　
　
汽
船
、
商
館
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
、
ホ
テ
ル
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
そ
の
ほ

　
　
か
法
廷
な
ど
と
い
う
都
会
の
生
活
、
生
産
な
ら
び
に
消
費
の
両
部
面
に
わ

　
　
た
っ
て
俳
句
の
領
域
を
拡
大
し
て
ゆ
き
た
い
と
い
う
意
図
で
あ
る
。
（
「
梅

　
　
と
俳
句
」
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
昭
和
８
・
２
・
５
）

　
「
都
（

で
あ
り

ヽ　　こ乙ぺ

の
生
活
」
を
詠
む
こ
と
で
「
俳
句
の
領
域
を
拡
大
」
す
る
と
い
う
の

誓
子
は
新
鮮
な
「
領
域
＝
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
」
を
あ
え
て
選
択
し
、

そ
し
て
従
来
と
異
な
る
表
現
で
詠
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
誓
子
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
は
、
内
容
と
表
現
の
双
方
に
お
い

て
強
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
ま
ず
、
彼
が
舞
台
と
し
た
朝
日
ビ
ル
屋

上
リ
ン
ク
を
詠
ん
だ
句
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
朝
日
ビ
ル
ス
ケ
ー
リ
ン
ク

冬
の
蝶
青
嶺
は
る
け
く
澄
み
ま
さ
る
　
　
　
　
大
阪
　
水
谷
砕
壷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
京
大
俳
句
』
昭
和
８
・
５
、
4
3
頁
）

　
朝
日
ビ
ル
ス
ケ
ー
ト
場

ス
ケ
ー
ト
の
今
日
は
遅
き
娘
手
あ
げ
来
る
　
　
大
阪
　
岸
風
三
楼

足
あ
げ
て
ス
ケ
ー
ト
ダ
ン
ス
ち
よ
と
跳
び
ぬ

　
　
　
　
（
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
昭
和
９
・
３
、
1
0
3
頁
。
雑
詠
欄
〔
虚
子
選
言

　
朝
日
ビ
ル
ス
ケ
ー
ト
場

　
　
　
「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

　
　
楽
は
げ
し
乙
女
紫
の
息
を
つ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
水
星
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
句
と
評
論
』
1
2
・
３
、
5
1
頁
）

　
二
句
目
は
屋
上
リ
ン
ク
独
特
の
眺
望
を
詠
み
、
「
ス
ケ
ー
ト
場
四
方
に
大
阪

市
を
望
む
」
（
連
作
丁
句
目
）
の
趣
向
に
倣
い
つ
つ
、
「
七
月
の
青
嶺
ま
ぢ
か
く

溶
鉱
炉
」
（
誓
子
『
凍
港
』
所
収
）
の
措
辞
を
借
り
た
句
で
あ
る
。
二
句
目
は

「
ス
ケ
ー
ト
場
」
で
興
じ
る
「
娘
」
を
、
ま
た
三
句
目
は
「
ス
ケ
ー
ト
場
」
に

流
れ
る
「
楽
」
に
合
わ
せ
て
滑
る
「
乙
女
」
を
詠
ん
だ
。
こ
の
四
句
は
切
字
を

使
用
せ
ず
、
ま
た
「
澄
み
ま
さ
る
」
「
あ
げ
来
る
」
「
跳
び
ぬ
」
「
息
を
つ
ぐ
」

と
下
五
に
動
詞
を
置
い
て
動
作
そ
の
も
の
を
詠
ん
だ
点
な
ど
、
誓
子
句
の
特
徴

が
見
受
け
ら
れ
る
。
岸
風
三
楼
は
『
京
大
俳
句
』
会
員
、
ま
た
『
句
と
評
論
』

は
新
興
俳
句
の
俳
誌
で
あ
り
、
新
興
俳
句
系
の
俳
人
達
が
誓
子
句
か
ら
影
響
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
そ
し
て
、
次
に
あ
げ
る
の
は
誓
子
「
ス
ケ
ー

ト
の
真
顔
な
し
つ
？
た
の
し
け
れ
」
（
連
作
三
句
目
）
を
意
識
し
た
と
推
定
さ

れ
る
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
所
載
句
で
あ
る
（
傍
線
は
引
用
者
）
。

楷
く
べ
て
ス
ケ
ー
ト
づ
か
れ
た
の
し
け
れ

千
花
子

（
昭
和
８
・
８
、
3
7
頁
。
各
地
俳
句
界
、
星
光
吟
社
〔
摂
津
、
豊
中
言

ス
ケ
ー
ト
を
穿
い
て
こ
ろ
ん
で
を
さ
な
け
れ
　
東
京
　
田
村
了
咲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
９
・
１
、
皿
頁
。
雑
詠
欄
〔
虚
子
選
言

ス
ケ
ー
ト
の
人
織
る
如
く
た
の
し
け
れ
　
　
　
木
浦
　
合
田
波
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
1
3
・
５
、
8
8
頁
。
雑
詠
欄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二



　
　
　
　
　
「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

　
句
の
詳
細
は
省
く
が
、
「
こ
そ
」
を
省
略
し
た
係
り
結
び
「
だ
の
し
け
れ
・

を
さ
な
け
れ
」
と
い
う
表
現
は
誓
子
句
か
ら
得
た
も
の
と
い
え
、
こ
の
表
現
法

は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
み
な
ら
ず
地
方
俳
誌
に
も
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　
ス
ケ
ー
ト
に
転
び
し
靴
の
重
た
け
れ
　
　
　
　
　
　
　
逸
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
青
嵐
』
昭
和
1
0
・
２
、
3
5
頁
。
大
阪
住
吉
の
俳
誌
）

　
転
倒
し
て
起
き
あ
が
ろ
う
と
し
た
時
、
滑
走
中
に
意
識
し
な
か
っ
た
ス
ケ
ー

ト
専
用
の
編
上
「
靴
」
の
重
量
を
実
感
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
重
た
け

れ
」
と
い
う
措
辞
で
強
調
し
た
句
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
一
例
で
あ
る
が
、
誓

子
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
派
及
び
新
興
俳
句
派
の
双
方
に

影
響
を
与
え
、
地
方
俳
誌
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
誓
子
句
か
ら
最
も
刺
激
を
受
け
た
の
が
他
な
ら
ぬ
『
京
大
俳
句
』
で
あ
っ

た
。

４
。
『
京
大
俳
句
』
の
「
ス
ケ
ー
ト
」

　
『
京
大
俳
句
』
は
京
都
帝
国
大
学
出
身
の
平
畑
静
塔
、
井
上
白
文
地
、
藤
後

左
右
等
が
集
っ
た
俳
誌
で
、
彼
ら
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
及
び
『
京
鹿
子
』
（
京

都
、
大
正
９
年
創
刊
。
鈴
鹿
野
風
呂
主
宰
）
、
そ
し
て
『
馬
酔
木
』
に
属
す
る

俳
人
達
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
が
私
淑
し
た
の
は
誓
子
で
あ
り
、
彼
の
句

に
並
々
な
ら
ぬ
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
誌
面
か
ら
窺
え
る
が
、
そ
れ
は
た

と
え
ば
『
凍
港
』
輪
講
冒
頭
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

　
　
静
塔
　
こ
ゝ
に
我
々
が
常
に
畏
敬
し
て
止
ま
な
い
山
口
誓
子
氏
の
第
一
句

　
　
集
「
凍
港
」
の
輪
講
を
続
け
得
ら
る
ふ
ｆ
の
光
栄
を
欣
び
た
い
。
（
「
『
凍

　
　
港
』
輪
講
（
口
）
冒
頭
、
『
京
大
俳
句
』
昭
和
８
・
２
）

　
こ
の
よ
う
な
彼
ら
が
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
に
多
大
な
影
響
を
受
け
た
の
も
、

い
わ
ば
自
然
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

作
品
と
し
て
現
れ
た
か
を
昭
和
八
年
五
月
号
（
4
2
頁
、
日
野
草
城
選
）
所
載
句

か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
歌
舞
伎
座
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

　
　
シ
ヤ
ン
デ
リ
ヤ
ス
ケ
ー
ト
場
の
青
き
宵
　
　
　
大
阪
　
片
山
桃
史

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
渦
が
し
づ
か
に
肢
璃
の
中

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
真
顔
ま
顔
が
破
璃
に
来
る

　
大
阪
歌
舞
伎
座
六
階
の
リ
ン
ク
（
昭
和
８
）
を
舞
台
と
し
、
三
句
目
の
「
真

顔
ま
顔
が
破
璃
に
来
る
」
か
ら
察
す
る
に
作
者
は
ガ
ラ
ス
越
し
に
リ
ン
ク
を
観

覧
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
丁
句
目
は
、
室
内
「
ス
ケ
ー
ト
場
」
の
フ
ン
ヤ
ン

デ
リ
ア
」
に
ま
ず
着
目
し
（
野
外
ス
ケ
ー
ト
場
に
存
在
し
な
い
た
め
）
、
そ
の

「
青
」
色
の
人
工
の
照
明
に
こ
そ
「
宵
」
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
二
句
目
で
は
、

「
ス
ケ
ー
ト
」
に
興
じ
る
人
々
と
靴
の
エ
ッ
ジ
が
残
し
ゆ
く
氷
上
の
軌
跡
を

「
渦
」
と
表
現
し
、
ま
た
ガ
ラ
ス
越
し
に
リ
ン
ク
を
眺
め
て
い
る
た
め
エ
ッ
ジ

が
氷
を
削
る
音
を
聞
く
こ
と
は
な
く
、
「
し
づ
か
」
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

三
句
目
は
、
真
剣
な
面
持
ち
で
滑
走
す
る
ス
ケ
ー
タ
ー
が
「
破
璃
」
に
向
か
っ



て
や
っ
て
来
る
さ
ま
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
連
作
の
う
ち
二
句
目
は
『
馬

酔
木
』
昭
和
八
年
四
月
号
雑
詠
欄
（
秋
桜
子
選
）
に
入
選
し
て
お
り
、
「
渦
」

は
後
続
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
句
で
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
照
明
の
ア
イ
ス
リ
ン
ク
の
渦
に
酔
ふ
　
　
京
都
　
秦
正
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
京
大
俳
句
』
昭
和
９
・
１
、
4
9
頁
）

　
　
　
夜
間
ス
ケ
ー
ト
場
に
て

　
　
ゆ
る
や
か
に
白
き
渦
よ
り
放
れ
来
ぬ
　
　
　
　
　
丘
水
城
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
他
二
句
省
略
、
『
句
と
評
論
』
昭
和
1
2
・
３
、
5
1
頁
）

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
渦
の
外
輪
に
ゐ
て
は
や
き
　
神
戸
　
神
谷
青
楓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
青
嵐
』
昭
和
1
2
・
３
、
4
3
頁
）

　
野
外
の
湖
と
異
な
り
、
狭
い
リ
ン
ク
に
ひ
し
め
き
な
が
ら
弧
を
描
い
て
滑
る

人
々
と
氷
上
の
滑
走
跡
と
を
「
渦
」
と
表
現
し
た
句
群
で
、
滑
走
中
の
人
々
及

び
リ
ン
ク
が
「
照
明
」
に
照
ら
さ
れ
、
そ
の
「
渦
に
酔
ふ
」
と
い
う
丁
句
目
、

エ
ッ
ジ
で
削
ら
れ
た
氷
上
の
「
渦
」
を
「
白
き
」
と
し
、
そ
し
て
「
渦
よ
り
放

れ
」
て
こ
ち
ら
へ
や
っ
て
来
た
と
い
う
二
句
目
、
人
々
の
「
渦
の
外
輪
」
で
は

あ
る
が
「
は
や
き
」
ス
ケ
ー
タ
ー
を
詠
ん
だ
三
句
目
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「
渦
」
は
室
内
ス
ケ
ー
ト
場
の
類
型
と
し
て
広
ま
っ
た
の
で
あ
っ
旭
。

　
と
こ
ろ
で
、
滑
り
ゆ
く
人
々
を
「
渦
」
と
表
現
し
た
桃
史
の
連
作
は
『
京
大

俳
句
』
次
号
（
六
月
号
）
で
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。

　
　
保
人
－
こ
の
句
か
ら
す
ぐ
に
、
誓
子
氏
の
ス
ケ
ー
ト
の
真
顔
な
し
つ
つ
楽

　
　
　
　
　
「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

　
　
し
け
れ
、
四
方
の
破
璃
ス
ケ
ー
ト
場
を
う
っ
す
夜
ぞ
、
と
い
ふ
や
う
な
句

　
　
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。
（
「
諸
誌
衿
詠
批
評
会
ビ

　
他
会
員
達
も
こ
の
意
見
に
同
調
し
て
い
る
が
、
興
味
深
い
の
は
そ
の
上
で
桃

史
作
品
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
点
に
他
な
ら
な
い
。
特
に
丁
句
目
「
青
き

宵
」
に
関
し
て
は
「
誓
子
氏
の
青
き
宵
を
句
調
の
上
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
が
」
と
留
保
し
つ
つ
そ
の
意
味
を
議
論
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

彼
ら
が
誓
子
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
は
も
と
よ
り
「
除
夜
だ
の
し
ワ
ル
ツ
に
青

き
ひ
か
り
さ
す
」
（
『
凍
港
』
所
収
）
等
を
前
提
と
し
て
論
評
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
『
京
大
俳
句
』
会
員
達
が
誓
子
作
品
を
暗
誦
す
る
ほ
ど
に
親
灸

し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
七
。
桃
史
の
連
作
二
句
目
が
誓
子
句
の
措
辞

を
応
用
し
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
リ
ン
ク
が
「
破
璃
」
に
囲
ま
れ
て
い
る
状
況

を
詠
む
こ
と
で
室
内
ス
ケ
ー
ト
場
を
強
調
し
た
二
句
目
は
誓
子
句
と
同
趣
向
で

あ
ろ
う
。
ま
た
三
句
目
は
「
真
顔
」
と
い
う
措
辞
に
加
え
、
下
五
「
破
璃
に
来

る
」
と
動
詞
終
止
形
で
言
い
切
る
表
現
も
誓
子
句
か
ら
の
影
響
と
推
察
さ
れ
る

が
、
『
京
大
俳
句
』
会
員
達
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
か
え
っ
て
桃
史
句
を

評
価
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
誓
子
に
対
す
る
憧
憬
が
顕
著
に
現
れ
た
の
が
、
『
京
大

俳
句
』
昭
和
九
年
一
月
号
（
3
0
頁
）
で
あ
る
。

　
　
街
の
角
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
赤
き
灯
を
　
　
　
　
　
太
田
蝉
郎

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
青
き
夜
楽
の
流
れ
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



　
　
　
　
　
「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
静
か
な
曲
に
乙
女
あ
り

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
疲
れ
よ
る
べ
き
も
の
と
て
は
　
　
　
寺
野
保
人

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
疲
れ
茶
の
椅
子
固
け
れ
ど

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
疲
れ
紅
茶
は
さ
め
て
ゐ
る

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
乙
女
に
触
る
Ｉ
（
は
な
く
　
　
　
　
井
上
白
文
地

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
乙
女
は
し
か
と
手
を
つ
な
ぎ

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
流
れ
の
中
に
転
び
ゐ
る

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
沓
が
削
ぎ
た
る
痕
ぞ
か
し

　
　
ス
ケ
ー
ト
の
惰
円
の
渦
が
右
ま
は
り

　
舞
台
は
京
都
市
河
原
町
三
条
下
ル
の
京
都
ス
ケ
ー
ト
場
（
昭
和
８
）
で
あ
り
・
、

『
京
大
俳
句
』
同
号
に
白
文
地
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
最
近
京
都
に
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
新
設
さ
れ
、
本
会
の
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ

　
　
を
以
て
任
ず
る
魚
遊
、
蝉
郎
、
保
人
等
が
い
ち
は
や
く
登
場
、
二
時
間
に

　
　
六
十
何
回
も
ひ
つ
く
り
か
へ
つ
て
、
一
躍
そ
の
レ
コ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
に
な

　
　
り
ま
し
た
。
（
井
上
白
文
地
「
編
集
茶
話
ヒ

　
蝉
郎
句
は
、
河
原
町
通
に
面
し
た
リ
ン
ク
の
「
赤
き
灯
」
を
見
て
後
ス
ケ
ー

ト
場
に
入
場
し
、
桃
史
の
連
作
を
踏
ま
え
つ
つ
「
青
き
夜
楽
」
を
耳
に
す
る
。

そ
し
て
、
銀
盤
上
で
は
そ
の
「
静
か
な
曲
」
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
「
乙
女
」
が

滑
る
の
で
あ
っ
た
（
あ
る
い
は
場
内
で
佇
ん
で
い
る
）
。
当
時
、
室
内
リ
ン
ク

に
は
ワ
ル
ツ
等
の
レ
コ
ー
ド
が
流
れ
て
お
り
、
次
は
誓
子
の
一
文
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

　
　
　
ス
ケ
エ
ト
場
に
来
る
と
、
ワ
ル
ツ
風
の
音
楽
が
奏
で
ら
れ
、
銀
盤
は
既

　
　
に
あ
ま
た
の
ス
ケ
エ
タ
ア
に
よ
っ
て
踏
み
荒
ら
さ
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
。

　
　
（
『
俳
句
文
学
全
集
　
山
口
誓
子
篇
』
（
第
一
書
房
、
昭
和
1
2
・
穏
）

　
蝉
郎
句
は
室
内
リ
ン
ク
に
顕
著
な
「
ワ
ル
ツ
風
」
の
「
青
き
夜
楽
」
に
注
目

す
る
こ
と
で
、
従
来
の
野
外
ス
ケ
ー
ト
と
異
質
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　
保
人
句
は
「
ス
ケ
ー
ト
」
に
「
疲
れ
」
、
「
よ
る
べ
き
も
の
」
を
求
め
て
休
憩

用
「
椅
子
」
に
座
る
も
「
固
く
」
、
か
つ
飲
み
物
の
「
紅
茶
」
は
す
で
に
冷
め

て
い
た
が
、
「
疲
れ
」
だ
た
め
に
も
は
や
厭
わ
ず
休
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
当

時
の
京
都
ス
ケ
ー
ト
場
内
に
は
喫
茶
店
も
併
置
さ
れ
て
お
り
、
保
人
句
は
そ
の

喫
茶
店
を
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
（
『
京
都
学
区
大
観
』
（
長
塩
哲
朗
編
、
京
都
市

学
区
調
査
会
、
昭
1
2
・
９
・
占
第
1
5
章
４
節
の
ス
ケ
ー
ト
場
の
説
明
よ
り
）
。

ま
た
、
白
文
地
の
連
作
に
お
い
て
は
「
乙
女
」
が
主
体
で
あ
る
よ
う
な
構
成
が

採
ら
れ
て
い
る
。
「
惰
円
」
を
描
い
て
滑
る
「
乙
女
」
を
「
人
」
は
「
触
る
こ

こ
と
な
く
眺
め
て
い
る
が
、
ひ
と
た
び
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
「
乙
女
」
は

「
人
」
と
「
し
か
と
手
を
」
つ
な
い
で
体
勢
を
保
と
う
と
す
る
。
し
か
し
、
結

局
転
倒
し
た
た
め
「
沓
」
の
エ
ッ
ジ
が
氷
上
を
「
削
ぎ
た
る
痕
」
が
遺
り
・
、
そ

の
た
め
彼
女
の
描
い
た
「
楕
円
」
が
「
右
ま
は
り
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
リ
ン
ク

に
明
瞭
に
刻
ま
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
誓
子
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
句
は
女
性
を
「
を
ん
な
・
君
」
と
し
て
詠
ん
だ
が
、



蝉
郎
と
白
文
地
は
「
乙
女
」
と
い
う
呼
称
を
使
用
し
て
お
り
、
こ
れ
は
後
続
の

「
ス
ケ
ー
ト
」
句
で
も
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
神
戸
ア
イ
ス
ー
ス
ケ
ー
ト
場
風
景

　
　
と
つ
く
に
の
を
と
め
も
夜
々
の
ス
ケ
ー
ト
に
　
神
戸
　
喜
多
青
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
京
大
俳
句
』
昭
和
９
・
５
、
3
1
頁
）

　
　
ス
ケ
ー
ト
や
リ
ン
ク
の
乙
女
微
笑
み
つ
　
　
　
　
　
　
山
本
焔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
青
嵐
』
昭
和
1
0
・
２
、
3
5
頁
）

　
朝
日
ビ
ル
ス
ケ
ー
ト
場

楽
は
げ
し
乙
女
紫
の
息
を
つ
ぐ

　
　
　
　
山
口
水
星
子

（
『
句
と
評
論
』
、
三
章
前
掲
）

　
「
夜
々
」
現
れ
る
異
国
の
「
を
と
め
」
、
「
リ
ン
ク
」
上
で
微
笑
む
「
乙
女
」
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
滑
る
も
そ
の
リ
ズ
ム
の
早
さ
に
「
息
を
つ
ぐ
」
「
乙
女
」

…
…
四
一
一
一
写
十
句
に
端
を
発
し
た
白
文
地
達
の
作
品
は
、
室
内
リ
ン
ク
に
「
乙
女
」

を
見
出
す
と
い
う
さ
ら
な
る
類
型
を
流
行
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
京
大
俳
句
』
等
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
は
表
現
、
内
容
と
も

に
昭
和
初
期
の
歳
時
記
及
び
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
等
と
全
く
異
質
で
あ
り
、
そ
こ

に
誓
子
句
の
強
烈
な
影
響
を
見
る
の
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る

の
は
、
新
興
俳
句
運
動
が
「
昭
和
六
年
、
水
原
秋
桜
子
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
離

反
事
件
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
」
（
前
掲
『
新
興
俳
人
の
群
像
』
）
と
い
う
史

観
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
通
説
は
運
動
の
契
機
と
な
っ
た
出
来
事
を
指
摘
し
た

　
　
　
　
　
「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

点
で
的
確
と
い
え
る
が
、
新
興
俳
句
と
さ
れ
た
俳
人
達
の
句
作
現
場
に
も
妥
当

す
る
史
観
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
、
新
興
俳
句
に
与
え
た
影
響
を
次
の
よ

う
に
感
じ
て
い
た
同
時
代
俳
人
達
の
発
言
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
待
二
郎
　
新
興
俳
句
の
主
張
は
何
の
影
響
が
一
番
多
い
で
す
か
。

　
　
草
田
男
　
実
に
雑
多
で
す
が
、
そ
の
中
で
は
や
は
り
、
新
興
芸
術
派
の
都

　
　
会
文
学
の
影
響
が
多
い
で
せ
う
ね
…
…
。
も
っ
と
も
、
誓
子
さ
ん
個
人
の

　
　
影
響
の
多
い
こ
と
は
予
想
外
で
す
が
。
（
「
座
談
会
」
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
昭

　
　
和
1
0
・
７
、
5
4
頁
）

　
中
村
草
田
男
は
、
新
興
俳
句
に
は
「
誓
子
」
と
い
う
「
個
人
の
影
響
」
が
顕

著
に
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
実
際
に
『
京
大
俳
句
』
を
発
行
し
た
平
畑

静
塔
の
本
心
は
誓
子
王
宰
俳
誌
の
発
刊
に
あ
っ
た
と
い
兄
。

　
そ
の
よ
う
な
誓
子
へ
の
憧
憬
は
、
『
京
大
俳
句
』
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
句
に
も

如
実
に
現
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
『
京
大
俳
句
』
創
刊
前
に
は
、
誓
子
の

み
な
ら
ず
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
反
旗
を
翻
し
た
秋
桜
子
も
ま
た
「
ス
ケ
ー
ト
」

句
を
詠
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
『
京
大
俳
句
』
会
員
達
が
熱
中
し
た
の
は
誓
子

の
室
内
リ
ン
ク
を
詠
ん
だ
連
作
で
あ
り
、
秋
桜
子
か
ら
の
影
響
は
見
当
た
ら
な

い
の
で
あ
る
。
『
京
大
俳
句
』
は
新
興
俳
句
の
代
表
誌
と
さ
れ
る
た
め
、
俳
句

史
上
で
は
秋
桜
子
及
び
誓
子
の
影
響
が
強
か
っ
た
と
捉
え
が
ち
だ
が
、
句
作
の

現
場
で
は
誓
子
の
影
響
を
強
烈
に
受
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。七

五



「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

お
わ
り
に

　
『
京
大
俳
句
』
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
は
一
面
で
は
誓
子
の
模
倣
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
判
断
も
存
在
し
よ
う
。
そ
れ
と
名
指
し
は
し
て
い
な
い
が
、
た
と
え

ば
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
高
浜
虚
子
は
次
の
よ
う
な
発
言
を
度
々
行
っ
て
い
る
。

　
　
虚
子
　
今
の
若
い
人
の
作
る
も
の
を
見
る
と
、
俳
句
と
し
て
こ
れ
を
見
る

　
　
場
合
、
不
熟
、
幼
稚
、
生
硬
。
憐
む
べ
き
も
の
が
多
い
。
（
「
座
談
会
」
中

　
　
「
都
会
美
」
項
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
昭
和
1
0
・
９
、
4
6
頁
）

　
「
都
会
美
」
を
詠
む
「
若
い
人
」
と
は
、
新
興
俳
句
の
俳
人
達
に
他
な
る
ま

ゆ
。
虚
子
の
発
言
は
『
京
大
俳
句
』
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
句
を
指
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
新
興
俳
句
と
さ
れ
る
新
進
俳
人
達
を
漠
然
と
評
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、

彼
ら
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
句
は
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
抗
し
う
る
「
反
伝
統
・
反

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
」
（
前
掲
『
俳
文
学
大
事
典
』
）
を
体
現
し
た
作
品
で
あ
っ
た
か

と
い
え
ば
、
微
妙
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
彼
ら
は
「
反
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
」
以
前
に
、
誓
子
の
よ
う
な
作
品

を
詠
み
た
い
と
い
う
願
望
に
突
き
動
か
さ
れ
て
「
ス
ケ
ー
ト
」
句
を
詠
ん
だ
の

で
は
な
い
か
。
『
京
大
俳
句
』
会
員
達
に
と
っ
て
、
室
内
リ
ン
ク
ヘ
赴
い
た
時

の
見
聞
を
連
作
で
表
現
す
る
こ
と
は
誓
子
が
確
立
し
た
世
界
観
を
手
軽
に
共
有

し
う
る
瞬
間
で
あ
り
、
か
つ
従
来
と
異
な
る
「
ス
ケ
ー
ト
」
句
を
創
造
し
う
る

と
感
じ
ら
れ
た
ひ
と
と
き
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
「
若
い
人
」
の
集
ま
り
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

会
員
達
に
と
っ
て
、
あ
か
ら
さ
ま
な
模
倣
こ
そ
が
誓
子
憧
憬
の
素
直
な
表
明
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　
『
京
大
俳
句
』
は
結
果
的
に
新
興
俳
句
の
代
表
と
目
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は

多
様
な
潮
流
が
存
在
し
て
お
り
、
『
京
大
俳
句
』
の
み
を
新
興
俳
句
の
特
徴
と

す
る
こ
と
に
は
慎
重
な
判
断
を
要
し
よ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
の
「
ス
ケ
ー
ト
」

連
作
に
は
新
興
俳
句
の
一
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
全
国

に
ま
た
た
く
ま
に
広
が
っ
た
」
（
前
掲
『
新
興
俳
人
の
群
像
』
）
と
さ
れ
る
新
興

俳
句
の
潮
流
の
一
つ
に
、
誓
子
に
憧
れ
た
俳
人
達
が
そ
の
模
倣
句
を
発
表
す
る

こ
と
で
誓
子
句
の
世
界
観
が
こ
李
に
増
幅
し
、
か
つ
消
化
さ
れ
て
い
く
中
で

「
ま
た
た
く
ま
に
」
類
型
と
し
て
定
着
し
て
い
く
過
程
が
存
在
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。

　
こ
れ
は
、
斬
新
で
あ
っ
た
誓
子
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
が
一
方
で
は
容
易
に

模
倣
し
う
る
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。
『
京
大
俳
句
』
の
「
ス

ケ
ー
ト
」
連
作
群
は
、
当
時
の
誓
子
作
品
が
読
者
に
与
え
た
魅
力
の
一
因
が
何

で
あ
っ
た
か
を
、
そ
し
て
彼
の
句
を
明
瞭
に
な
ぞ
る
こ
と
が
自
身
の
俳
句
観
の

表
明
と
な
っ
た
「
今
の
若
い
人
」
（
虚
子
）
達
に
よ
る
新
興
俳
句
運
動
の
一
面

を
、
如
実
に
示
し
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

注①
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
昭
和
七
年
五
月
号
雑
詠
欄
（
虚
子
選
）
、



　
同
年
六
月
号
衿
詠
欄
に
分
割
さ
れ
て
入
選
し
て
い
る
が
、
本
稿
の
論
旨
上
『
凍
港
』

　
所
収
句
と
し
て
扱
っ
た
。
こ
の
連
作
が
新
興
俳
句
に
与
え
た
影
響
の
考
察
に
は
栗
田

　
靖
『
山
口
誓
子
』
（
桜
楓
社
、
昭
和
5
4
・
９
・
2
0
）
等
が
あ
る
が
、
印
象
批
評
に
留

　
ま
っ
て
い
る
。
な
お
、
誓
子
連
作
の
全
体
と
背
景
を
考
察
し
た
も
の
に
、
拙
稿
「
ス

　
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
沃
度
丁
幾
」
（
『
ス
ポ
ー
ツ
す
る
文
学
（
仮
）
』
〔
青
弓
社
、
平
成
2
1

　
年
出
版
予
定
〕
所
収
）
が
あ
る
。

②
　
日
本
の
ス
ケ
ー
ト
史
に
関
し
て
は
、
『
ス
ケ
ー
ト
発
達
史
』
（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ

　
ジ
ン
社
、
昭
和
5
6
・
1
1
・
2
5
）
に
詳
し
い
。

③
　
た
と
え
ば
、
『
ア
サ
ヒ
ー
ス
ポ
ー
ツ
』
で
は
昭
和
七
年
前
後
に
ス
ケ
ー
ト
記
事
が

　
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
レ
ー
ク
プ
ラ
シ
ッ
ド
大
会
の
模
様
も
記
さ
れ
て
い
る
。

④
　
た
だ
し
、
『
馬
酔
木
』
昭
和
七
年
三
月
号
に
次
の
句
が
見
え
る
。

　
　
　
　
朝
日
ビ
ル
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
風
景

　
　
　
ス
ケ
ー
ー
ト
や
屋
上
に
し
て
流
行
り
け
り
　
焼
山
（
4
3
頁
）

　
　
　
ス
ケ
ー
ト
や
屋
上
ジ
ャ
ズ
に
暮
れ
て
ゆ
く
　
同
（
豺
頁
）

　
　
　
「
朝
日
ビ
ル
」
「
屋
上
」
の
リ
ン
ク
を
詠
ん
だ
句
で
、
誓
子
句
よ
り
発
表
が
早
い
。

　
句
の
表
現
は
凡
庸
で
あ
る
が
、
「
ス
ケ
ー
ト
場
」
が
ビ
ル
「
屋
上
」
に
あ
る
と
い
う

　
新
し
さ
、
ま
た
場
内
の
音
楽
を
「
ジ
ャ
ズ
」
と
具
体
的
な
ジ
ャ
ン
ル
名
で
詠
ん
だ
点

　
な
ど
素
材
の
新
鮮
さ
が
窺
え
る
作
品
で
あ
る
。

⑤
　
歳
時
記
が
「
氷
滑
」
を
上
位
に
置
き
、
俳
誌
上
の
句
が
「
ス
ケ
ー
ト
」
を
使
用
し

　
た
の
は
、
新
鮮
な
表
現
を
求
め
る
実
作
で
は
「
ス
ケ
ー
ト
」
が
多
用
さ
れ
、
歳
時
記

　
で
は
「
氷
滑
」
が
従
来
通
り
踏
襲
さ
れ
た
が
、
昭
和
八
年
頃
よ
り
双
方
に
「
ス
ケ
ー

　
ト
」
が
定
着
し
た
と
い
え
よ
う
。

⑥
　
室
内
ス
ケ
ー
ー
ト
で
滑
る
人
々
を
「
渦
」
と
表
現
す
る
類
型
は
、
石
田
波
郷
『
鶴
の

　
眼
』
（
沙
羅
書
店
、
昭
和
1
0
・
1
1
・
2
5
）
収
録
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
（
昭
和
1
0
年

　
作
、
於
芝
浦
ス
ケ
ー
ト
場
）
の
影
響
が
大
き
い
と
推
定
さ
れ
る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲

　
り
た
い
。

「
新
興
」
ス
ケ
ー
ト
ー
リ
ン
ク

⑦
　
平
畑
静
塔
は
、
『
京
大
俳
句
』
に
集
っ
た
俳
人
達
は
『
凍
港
』
時
代
の
誓
子
句
を

　
ほ
ぼ
暗
記
し
て
い
た
と
回
想
し
て
い
る
（
「
新
興
俳
句
運
動
の
興
亡
」
『
平
畑
静
塔
対

　
談
俳
句
史
』
〔
永
田
書
店
、
平
成
２
・
５
・
2
8
〕
所
収
、
4
0
頁
）
。
『
京
大
俳
句
』
誌

　
面
か
ら
は
、
そ
れ
が
事
実
に
近
か
っ
た
形
跡
が
窺
え
る
。

⑧
　
平
畑
静
塔
「
新
興
俳
句
運
動
の
興
亡
」
（
前
掲
『
平
畑
静
塔
対
談
俳
句
史
』
、
3
9

　
頁
）
に
見
え
る
。
た
だ
、
会
員
達
に
か
く
も
仰
が
れ
た
誓
子
は
当
初
『
京
大
俳
句
』

　
顧
問
を
務
め
た
が
、
後
に
無
季
俳
句
問
題
に
際
し
『
京
大
俳
句
』
と
挟
を
分
か
っ
こ

　
と
と
な
り
、
両
者
の
関
係
を
一
概
に
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
「
『
ホ
ト

　
ト
ギ
ス
』
／
『
京
大
俳
句
』
・
誓
子
」
と
い
う
区
分
け
も
、
会
員
達
の
多
く
は
『
ホ
ト

　
ト
ギ
ス
』
雑
詠
欄
の
投
句
経
験
者
で
、
誓
子
自
身
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
同
人
で
あ
り
、

　
そ
し
て
彼
の
「
ス
ケ
ー
ト
」
連
作
が
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
雑
詠
欄
で
発
表
さ
れ
た
こ
と

　
も
考
慮
す
る
と
、
そ
れ
は
多
様
な
要
素
を
捨
象
し
た
図
式
で
は
あ
る
が
、
論
旨
を
明

　
確
に
す
る
た
め
使
用
し
た
。
及
び
、
『
京
大
俳
句
』
等
の
新
興
俳
句
運
動
は
初
期
と

　
後
期
で
様
相
を
異
に
し
、
そ
れ
に
伴
い
誓
子
へ
の
見
方
も
変
容
し
て
い
る
が
、
本
稿

　
で
は
『
京
大
俳
句
』
初
期
に
焦
点
を
置
い
て
考
察
し
た
。

⑨
　
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
座
談
会
等
に
お
い
て
、
虚
子
や
中
村
草
田
男
等
は
新
興
俳
句
全

　
体
に
は
辛
辣
で
あ
る
一
方
、
誓
子
作
品
至
局
く
評
価
し
て
い
る
。

七
七


